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佐賀北高等学校全日制    学  校  だ  よ  り  第 ６ 号
令和５（２０２３）年７月２８日（金）

【本年度の重点目標】

一人一人が　かがやく佐賀北

全国総文祭・インターハイ・全国大会等 壮行会
７月２０日（木）の始業式の前に、全国総文祭・インターハ

イ・全国大会に出場する選手・生徒の壮行会が行われました。

熱中症予防のために会議室からリモートで実施され、出場す

る部活動 各部の代表１名が会議室へ集合し、それ以外の生

徒は各教室にて視聴しました。各代表者による挨拶に続き、生

徒会総務委員長の大野 遥香さん（２年１組）、上赤校長からの

激励の言葉をいただきました。それぞれの部活動が練習の成

果を大いに発揮してくれることを祈っています。

壮行会の後には１学期終業式が執り行われました。今年の

夏も猛暑日が続くことが予想されますが、体調管理を行い、事

件・事故には十分注意し、有意義な夏休みを過ごしてください。

第５号でお知らせした後、水泳部 吉田 藍深さん（１年１組）が個人女子 ２００ｍ平泳ぎで

インターハイ（８／１７（木）～２０（日））出場が決定しました。おめでとうございます！

吉田さんのコメント：多くの方々の応援のおかげで県総体では個人種目３冠、九州総体では３位に

入り、インターハイ出場を決めることができました。いつも応援してくれる方々や支えてくれる方々に

感謝し、インターハイでは自己ベストが出せるように全力で頑張ります。応援よろしくお願いします。

う み

部活動支援金支給式

７月１３日（木）、北楠会・枝國会長、成松北高会館館長ご臨席のもと、

部活動支援金支給式が行われました。今年はバスケットボール部男

子、柔道部、水泳部、陸上部、吹奏楽部、美術部、書道部の７部と、小

倉百人一首かるたで全国総文祭と全国高校小倉百人一首かるた選

手権大会に出場する原田 都妃さん（１年５組）が北楠会・枝國会長か

ら激励の言葉と激励金をいただきました。代表として、バスケットボー

ル部男子 主将 川原 峻くん（３年３組）によるお礼の言葉が述べられま

した。

引き続き、北楠会佐賀市役所支部 小林様より柔道部に激励のこと

ばと激励金をいただき、柔道部 主将 坂口 賢くん（３年２組）によるお礼

の言葉が述べられました。

＊北楠会佐賀市役所支部 からは一昨年から支援金をいただいていま

す。一昨年は運動部、 昨年は文化部、今年は運動部の番で、５５年

ぶりに県高校総体で優勝した柔道部に支給していただきました。

あたたかいご支援、本当にありがとうございます。
枝國会長より激励金を受け取り、励ましのお言

葉をいただきました！

第５号（今月上旬発行）でお知らせしたインターハイ・ＮＨＫ全国放送コンテスト全国大会出場決定者以外に、壮行会に参加

したのは以下のみなさんです。

吹奏楽部：第４７回全国高等学校総合文化祭（かごしま総文） 吹奏楽部門

美術部：吉川 和花さん（２年１組）・鬼崎 りのさん（３年７組） 同 美術・工芸部門

書道部：同 書道部門

放送部：寺﨑 伊吹さん（２年２組） 同 放送部門 アナウンス部門 取越 莉有さん（３年６組） 同 放送部門 朗読部門

山口 真央さん（２年１組）・三瀬あかりさん（３年４組） 同 放送部門 ビデオメッセージ部門

吉田 藍深さん（１０１）の賞状
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👉👉👉👉👉
本校美術部３年生が、１年時の３月に佐賀市より国スポの広報用に依頼されて作成した、２種類

の懸垂幕のうちの片面。佐賀市役所の敷地内に両面に掲げられています。

右は国スポで開催される競技の中から、ライフル射撃、新体操、陸上の三種目が構成されてい

ます。「スポーツには力強さや美しさなど、日常生活では見ることのできない人体の瞬間的な美が

あります。背景色との相性や、一番美しいと感じるポージングを考えて構成しています。」とのこと。

７月２日（日）、来年、県内で開かれる国民スポーツ大会（国スポ）の強化指定選手と、２５年以降

の国スポで活躍が期待される「ネクスト選手」に認定証を交付する交付式が、佐賀市文化会館で開

催されました。全４１競技から約４００人が出席し、代表の３２人が山口佐賀県知事から認定証を受け

取りました。本校からも多くの生徒が強化選手に指定されましたが、卓球部の合志友里さん（１年２

組）が代表として、「それぞれの競技で大いに活躍し、夢と感動を届けたい。県代表として自覚と誇り

を持ち、努力していきます。」と、誓いの言葉を述べました。来年の国スポや国障スポ（国民障害者ス

ポーツ大会）では本校生徒が選手として出場するだけでなく、総合開会式等のパフォーマーや運営

ボランティアとして多くの生徒が関わることが期待されています。

野口 雄吏くん（１年４組）インタビュー
６月後期考査中、「１年の男子生徒がライフル競技の九州大会で準優勝し、全国大会への出場

が決まった」という知らせを耳にし、７月に入りご本人に取材を行いました。その生徒は１年４組の

野口 雄吏くん（成章中出身）です。では、インタビューの様子をご覧ください。

総務「緑楠」担当（以下、「緑」）：ライフル競技はいつから何年くらい続けていますか？

野口 雄吏くん（以下、「野口」）：小学校３年の時から始めて、今年で７年目です。
緑：小学生の頃からなんですね。始めたきっかけと、この競技で好きなところを教えてください。

野口：母の知り合いがこの競技をしていて、誘われて始めました。実は中学生の時まではずっと競技を続けるつもりはな
かったのですが、点数が悪かったのが最近当たるようになってきて、今はとてもおもしろいです。自分はどちらかというと
球技が得意でなく他の競技をしたいと思っていたのですが、ライフルは球技とは使う力が違い、自分が集中して撃って命
中するところが好きです。また、競技人口が少ないので上位大会に行きやすいところも好きです。
緑：なるほど、お母さまのお知り合いに誘われたのがきっかけだったのですね。私も実は球技は苦手なので参考になります。で

は、どこで教わっているのですか？それと、週に何回活動しているのかも教えてください。

野口：県総合グラウンド近くのライフル射撃場で週５日くらい活動しています。射撃体験もできるので、ぜひ来てください！
緑：そうですか、射撃体験もできるんですね。では、今までライフル競技をやっていていちばんよかった成績を教えてください。

野口：中学３年の時に全国で２位になりました。
緑：全国２位ですか！！それは大変すばらしい成績ですね。ところで、ライフル射撃という競技について、私をはじめ知らない人

が多いと思いますので、簡単に教えてもらえますか。

野口：ライフル競技には「ライフル射撃」と「ピストル射撃」の２種類があります。ピストルは長さが短くて１．１ｋｇぐらいです
が、ライフルは１２０～１３０ｃｍで４．５～５ｋｇあり、１０ｍくらい先の的を撃ちます。ライフルの中に「エアライフル（ＡＲ）」と
「ビームライフル（ＢＲ）」があります。ライフルは握力というより全身でライフルを支えて撃ちます。その際、力を入れるとぶ
れてしまうので、リラックスして撃つことが大切です。
緑：なるほど、どの競技もそうだと思いますが、コツが必要なんですね。ところで、先ほど全国大会という話がありましたが、ライ

フル競技は来年、佐賀県で開催される国スポに出場できますか？

野口：はい、出場できます。
緑：そうですか！実は、昨年の「緑楠」に掲載したんですけど、本校美術部が去年、佐賀市の依頼を受けて懸垂幕を描いた中に

ライフル射撃の絵があったんですよ！…（話の続きは上の記事をご参照ください）では、どうしたら今年の国体や来年の国スポに

出場できますか？

本校ホームページでは

カラーで見ることができます

野口 ：今年は国体予選九州ブロック大会が８月に大分県であって、九州内の出場枠をかけて
各競技で県から一人ずつ出て争い、「ＡＲ６０Ｊ」という自分の競技だと、九州で７枠中５枠の中
に入れば国体本戦への出場枠が得られます。
緑：そうですか！８月の大分県での大会というのが６月に出場が決定したものですね。ぜひ、今年の

国体、来年の国スポに出場してください！今回、お話を伺って本校の内外の方々に知ってもらうこと

で、多くの人に応援していただいて、今後の原動力になれば大変うれしいです。ご活躍を期待してい

ます。今日はお忙しいところお話を聞かせていただき、ありがとうございました。

野口：ありがとうございました。

国スポ 強化指定選手 認定証交付式

野口 雄吏くん（１０４）の賞状
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学期に一度のお楽しみ、クラスマッチが行われました。

３年生は７月５日（水）、１・２年生は６日（木）に実施されました。５日（水）は雨は昼までで上が

り、その後は天気が持ち直し、６日（木）は猛暑の到来が近いことを思わせるような晴れて暑い

一日でした。いずれの学年・クラスも盛り上がり、それぞれがんばって競技に臨んだり声援を

送ったりしながら親交を深めました。結果は右の通りです。

２
年

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

１
年

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

今年２月に「緑楠」で紹介した、社会体育で沖縄空手をしている七條 富優くん（２年２組）が６

月に行われた「第１５回沖縄空手・古武道九州地区選手権大会 高校男子組手の部」で見事、

優勝したそうです。おめでとうございます！（９月に沖縄県で開催される全国大会に出場予定）

部活動以外にも様々な場面で活躍する北高生を応援しています！！

３年男子 ３年女子

１位 ３組 ３組

２位 ２組 ５組

３位 ７組 ６組

２年男子 ２年女子

１位 １組 ２組

２位 ３組 １組

３位 ４組 ４組

１年男子 １年女子

１位 ４組 ３組

２位 ６組 ４組

３位 １組 ６組

熱戦！１学期クラスマッチ
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年
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野口：ありがとうございました。
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１日（火）３年学習会 ～３日（木）

４日（金）体験入学

５日（土）全統共通テスト模試（３年） ～６日（日）

７日（月）大学別プレテスト（３年）

８日（火）～１５日（火） 学校閉庁日

１６日（水）１・２年夏季後期補習 ～１８日（金）、３年授業日 ～１８日（金）

高校音楽コンクール ～１８日（金）

１９日（土）第２回全統記述模試（３年）、夜間中学体験入学

２１日（月）夏季後期補習（全学年） ～２５日（金）

２６日（土）県下一斉模試（全学年）、夜間中学体験入学

２７日（日）県下一斉模試（３年）

２９日（火）２学期始業式、北高祭準備・練習

※予定は変更となることがあります。 学校ホームページやスクール

ニュース等でご確認ください。

創立６０周年記念式典についてのお知らせ
日 時：令和５年１１月１８日（土）９：００～１１：５０

場 所：体育館、雄心館

プログラム（予定）：

・記念講演 百﨑 敏克氏（１０回生 ２００７年野球部監督として夏の甲子園優勝）

・アトラクション 北高６０周年を振り返るビデオ上映

・記念式典 学校長式辞、祝辞、生徒代表の言葉、感謝状贈呈 等

参加者：生徒、職員、来賓、同窓会役員、後援会役員 等

※令和５年１１月２１日（火）の午後が令和５年１１月１８日（土）の振替となります。

自分や友だちの大切な命を守るために必要なことは…

ＳＯＳの出し方講演会

き づいて ：危機に気づいて

よ りそって ：友だちに寄り添って

う けとめて：辛さを受け止めて

し んらい ：信頼できる大人に

つ なげよう ：つなげよう

７月１３日（木）に行われました。講師は本校スウールカウンセラーの青山

のぞみ先生です。各クラスの代表２名が会議室で参加し、他の生徒は各教室

で電子黒板によるリモートで視聴しました。心が疲れることは誰にもあること、

現在起きている危機的状況や、今後起こりうる危機的状況に対応するために

適切な援助希求行動（身近にいる信頼できる大人にＳＯＳを出す）を行うこと

の重要性や、心は元気になる力を持っていること、友だちの心が疲れていた

らどうすればよいか等について、わかりやすくお話くださいました。生徒たちは

先生のお話にある例やシチュエーションを自分に置き換えて考えたり、メモを

取りながら真剣に聞いていました。

「
教

室
」

８月の主な行事予定


